
 

 
★ 会 長   濱口 隆  船橋市二和西 1-6-4-102    ☎090-1205-3551 

★ 事務局   岡本 昇  柏市篠籠田 1030-10      ☎04-7148-0391 

１０月例会（平成２６年 ●第１０回例会  通算４０２例会    ●行事通算４２５回） 

 （注）「役員の責任」 本会の行事中に事故発生しても、会員及び一般参加者は、会および役員の責任を一切問わない事とする。 

 

１０月行事のご案内 
秋深まる太平山さわやかハイキング 

    
太平山は、栃木県南部に位置する標高約３４０ｍの小さな山ですが、歴史のある山です。山頂近くに祀られて

いる「太平山神社」は７世紀後半ごろに建てられました。また、参道にある「連祥院六角堂」は、太平山神社ととも

に創建された別当寺院で、その名の通り不思議なフォルムを描きだす六角の屋根が見事です。この六角堂から

約１０００段の石段「あじさい坂」が本殿まで続きます。本殿直下の「謙信平」で秋の関東平野の眺めを存分にお楽

しみください。スカイツリーが見えるかも。午後から巡る「大中寺」・「清水寺」の名刹も必見です。秋風の山道ゆっく

り歩きましょう。 

       

【記】 

 

【期    日】 平成２６年１０月１２日（日）（少雨決行） 

【集合 場所】 東武線柏駅中央改札口 

【集合：出発】 午前 ７時５０分集合（時間厳守）   
８：００分発  東武線「大宮」行き乗車、春日部駅のりかえ、東武スカイツリー線８：４９分発「南栗橋」行き乗車 

のりかえ、東武日光線「新大平下駅」下車  

【交 通 費】 （往き）柏駅～新大平下駅 ８９０円 

          （帰り）新大平下駅～柏駅 ８９０円 

【参 加 費】 一般参加者の方は、￥300/人 お願いします。小学生以下は無料です。 
 

コース案内［歩行距離約１２ｋｍ］ 

柏駅８：００分発（東武線大宮行き乗車）～春日部駅のりかえ～東武スカイツリー線８：４９分発南栗橋行き 

乗車～南栗橋駅のりかえ～東武日光線「新大平下駅」下車～駅前駐輪場（朝礼）～客人神社～連祥院六

角堂（トイレ）～あじさい坂～随神門～太平山神社～謙信平（昼食・トイレ）～大中寺（トイレ）～清水寺（ｾｲｽ

ｲｼﾞ）（トイレ）～上町公園（解散）～新大平下駅～柏駅 

 

 

平成２６年(201４) 

会報１０月号 

 

柏市歩こう会 
 

会報 3９９号平成２６年９月１５日発行  
柏市教育委員会●社会体育課の

指導により昭和５６年５月設立 

２０１５年の例会候補地を決める時期になりました。行ってみたい場所、例会に参加できな

かった場所など役員に気軽に申し出てください。電車で行けるところで、日帰りのコースならば

どこでも大丈夫です。どしどしご応募ください。                       （会長） 

交通安全を励行し、健康で元気に歩き、お互いの親睦を図りましょう。 



 

 

 
 

期日：１０月１２日（日）  天気： 曇りのち晴れ  気温：２０度 

参加者：１３２ 名  （会員 ８０名、  一般参加 ５２名） 

 

台風 19 号が情けをかけてくれたおかげで、途中雨に降られることもなく、さわやかな太平山ハ

イキングを満喫することができました。客人（まろうど）神社裏から始まる登山道、さらに六角堂

から本殿までの約１０００段もある石段（あじさい坂）を、ふうふういながら登りつめ、太平山神

社に辿り着いた時は感激でした。自分の体力と足に自信を持たれた方も多かったのではないでしょ

うか。残念ながら、富士山とスカイツリーは見ることができませんでしたが、陸の松島とも呼ばれ

る「謙信平」からの眺めも素晴らしかったです。帰りは関東ふれあい道を駅まで。道端に咲く「ボ

ケの花」などいろんな花をたのしみながら家路についた１０月例会でした。   （担当幹事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月例会「秋深まる太平山さわやかハイキング」報告 

韓国の人と話をする機会があり、日本人は「つくづくえらいと思う」と云われました。理

由をきくと、３年前の東日本大震災のことにおよび、孤立した部落で何日かぶりに食糧がヘ

リでおろされる場面をニュースで見たそうです。そのとき誰一人として争うことなく、リー

ダーらしき人が「先ず老人と子供からだぞ！！」といったとき、みんながそれに従ったこと

にふれて、韓国ならば間違いなくヘリの下で奪い合いと殴り合いになっていると、日本人の

思いやりに感激したそうです。御嶽山のニュースでは小学校６年の女の子と同じ場所で避難

していた男性がその子が「寒い」と言い出したので自分の防寒具を与えたそうです。遺体が

発見されたとき着ていたジャンパーからわかりました。残念ながらその男性も天国へ。また、

安否を気遣う多くの被災者の家族が寝泊りしている体育館へは、貸しふとん業のご主人が、

たくさんの布団を無償で提供されました。日本人の持つ“おもいやり”を大切に生きてゆき

たいですね。                           （編集部）  
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